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区長挨拶
２０２０年 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

に配慮した新しい六倉区創りに向けて

区民の皆様、日頃より自治会活動に特段の御理解、ご協力を賜り心より感謝申し上
げます。
さて、２０２０年がスタートし東京オリンピック、パラリンピックの開催が目前に

迫って来ましたが、突然の新型コロナウイルスの世界的感染拡大で状況は一変しオリ
ンピックは１年程度の延期となり、更に４月７日には神奈川県にも ‘緊急事態宣言 ’が
発令され非常に不透明な状況となってしまいました。区民の皆様におかれましては感
染防止に向け外出の自粛と手洗い、マスクの着用をお願いします。
一方、地域としては、毎年見舞われる自然災害、特に昨年度は台風１５、１９、２

１号の強風と豪雨にて関東から東北地方にかけ甚大な被害が発生しました。
更に１０月１２日の城山ダムの緊急放流においては下六倉地区全域に避難指示が発

令され大きな混乱を招きました。
地球温暖化が進行する中、今まで経験しなかった大災害が何時起こっても不思議で

はないと気象庁も警報をならしている様に災害への準備と備えを常に心がけておく必
要があります。こうした災害に対する役割を担うのが自治会の大きな目的であり、こ
の為には今取り組んでいる自治会加入率の向上を目指さなければなりません。
これはまさしく国連で採択された、ＳＤＧｓの ″住み続けられる町つくり“ と言

う目標に沿った行動であり、”自治会に加入して六倉区民全員が安心・安全で共に助け
合い住みたい、住んで良かった六倉創り″ と言う我々の目指している姿と一致する所
であります。
それからもう一つＳＤＧｓでは、´つくる責任と、つかう責任´が掲げられており

ます。これは町としても取り組んでおりますが、食品ロスに代表される様に廃棄物の
削減です。これは町との連携を深めいろいろな形での啓発活動を進めて行きたいと考
えます。更に本年７月からのレジ袋有料化に対応しエコバックを非常食配布に合わせ
届けたいと考えます。
いずれにしろ今後はＳＤＧｓに準拠し更なる進化を目指した六倉創りに取り組んで

行きたいと考えておりますので、区民皆様方からのより一層の御理解、ご協力をお願
い申しあげます。

六倉区長
平川 利夫



出さないように

１．平成３１年度通常総会について

３月１５日 六倉児童館で開催を計画していましたが、新型コロナウ
イルスの感染拡大により、町行政からの要請もあり区民の皆様の安全を
第一優先に考慮して中止とさせて頂きました。
従いこの場を借り主な内容を整理報告致します。

H３１年度活動報告
〇 重点実施項目の報告

１）自治会加入率の向上
・昨年の加入率４０.０％から４１.４％とやや増加した
・自治会会員証の協力店舗３店増加
・登り旗の設置
・ボックスティッシュの配布（R２年度より）
・六倉版リーフレットの作成（製本中 R２年度に配布）

２）１号公園避難所運営訓練
・黄色いタオル安否確認訓練：７３.４％の区民が参加
・一号体育館での訓練：１７６名が参加

３）非常食の備蓄啓発活動
４）改善要望制度（ファミリアミーティングと合わせ）

・３８件の提案あり

R２年度（２０２０年）活動計画
〇 基本方針

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に配慮した新しい六倉区創り
に向けて

〇 重点実施項目
１）ＳＤＧｓ No.１１ 住み続けられる町つくり

◎自治会加入率の向上
・六倉版パンフレットの作成と配布
・アパートを重点ターゲットにする
・会員証の協力店舗の拡大

２）ＳＤＧｓ No.１２ つくる責任と使う責任
・一般廃棄物（特に食品ロス）の啓発活動

３）町総合防災訓練の参加
４）第二次非常食の配布＋エコバックの配布
５）改善要望制度の拡充

以上のことに取り組んで行きたいと考えておりますので、区民の皆様
のご協力をお願いします。



出さないように

Ｒ２年（２０２０年）度新しい自治会役員

区長 平川 利夫 全般
１班担当副区長 幡野 義介 会計
２班担当副区長 小山 稔 書記
３班担当副区長 長谷川 徳章 広報・環境
４班担当副区長 重岡 紀裕 防災・防犯・安全
５班担当副区長 佐々木 誠 児童館
６班担当副区長 羽渕 範昭 企画

会計監査 佐々木 純平
山内 潔

顧問 横田 重久

１班担当副区長 ２班担当副区長 ３班担当副区長

４班担当副区長 ５班担当副区長 ６班担当副区長

２．４月の活動について
新型コロナウイルス感染拡大防止に向けて皆様の安全を第一優先と
し、３つの密を厳守する意味から下記活動は延期をさせて頂きます。

１）４月１２日予定 組長研修会
２）４月１９日予定 児童館運営委員会

育成会との調整会議



出さないように

新型コロナウイルスに感染しないように 密閉、密集、密接の３つの密に

立ち入らないように

更に手洗い、マスクの使用など感染防止に万全を

尽くして下さい


